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①多数 多様 自治体 意欲 申請

環境モデル都市の特徴

①多数の多様な自治体からの意欲的な申請

・政令指定都市から人口1万人未満の自治体まで政令指定都市から人口1万人未満の自治体まで
80を超える自治体が申請

・6環境モデル都市 7環境モデル候補都市の選定・6環境モデル都市，7環境モデル候補都市の選定

②環境政策、都市政策をふくむ統合的アプローチ

・エネルギー、都市更新、資源循環、市民行動、森
林バイオマス、水資源・里山保全循環など横断
的な政策検討

・国内外での間接的な低炭素効果の算定国内外での間接的な低炭素効果の算定

③独創的なアクションプログラムの提示

低炭素化重点地区 モデル街区の選定・低炭素化重点地区、モデル街区の選定
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① パク シ よる交通環境低減都市

環境モデル都市に見る自治体の取組み戦略

①コンパクトシティ、LRTによる交通環境低減都市
⇒土地利用の誘導や、公共交通利用の施策

富山 名古屋富山、名古屋
②高効率街区の形成、建築物への更新、建て替えの誘導

具体的な街区更新制度 実証地区 設定⇒具体的な街区更新制度、実証地区の設定
千代田、横浜、名古屋、水俣

③自然 ネ ギ を活用する自立 ネ ギ 都市③自然エネルギーを活用する自立エネルギー都市
⇒地域資源の活用、カーボンオフセットなど社会システム

北九州 梼原町 堺 帯広北九州、梼原町、堺、帯広
④資源循環、循環型産業による高効率都市

タウ の活用や廃棄物の資源活用⇒エコタウンの活用や廃棄物の資源活用
富山、豊島、北九州、川崎、水俣

⑤水と緑のネ ト クの活用によるク シテ⑤水と緑のネットワークの活用によるクールシティ
⇒具体的な低炭素化のプロセスを描く 4



低炭素化社会への都市・地域のアプローチ

・脱温暖化の国家・マクロターゲット

産業セクタ 別アプロ チ・産業セクター別アプローチ

相互補完

都市・空間のアプローチ
資源循環 資源・基盤立地資源循環 資源・基盤立地

エネルギー高効率化 賦存熱・熱需要分布活用

水循 域水 水 海域水循環 地域水源（地下水、河川、海域）

50％削減50％削減

ﾍﾞｰｽﾗｲﾝ
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環境都市

ﾍ ｽﾗｲﾝ

資源循環・低炭素化社会への
都市 地域のアプロ チ都市・地域のアプローチ

現状維持BAU 
シナリオ

環境負荷

温室効果ガス

バックキャ
スティング
アプローチ

シナリオ
安定成長

水需要

C/N/P排出量

ネルギ 消費

アプロ チ
による

政策設計

高度

５０％削減低炭素
社会シナリオ

エネルギー消費

グラウンドアップ
アプローチの

1930 1960
2000 2050

高度
経済成長

政策設計

2050

環境都市では都市・地域の環境資源、社会
資源を活かしたグラウンド・アップアプローチが有効
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都市・地域のニーズ、ポテンシャルに応じた計画支援ツール
ポテンシャルが大きく市民ポテンシャルが小さい

地
域
の ステージC；

の意識が高い
ポテンシャルが小さい
が市民意識が高い

ステージD；
総合的な計画 評価ｼ ﾑ

低

取
り
組
み

温暖化対策・地域
活性化の総合計画

包括的な評価体系

総合的な計画・評価ｼｽﾃﾑ
・社会資本・環境資本の活用
・横断的なビジョンと計画策定低

炭
素
実

み
の
意
識

ジ

・包括的な評価体系
・地域の参画ｼｽﾃﾑ

横断的なビジョンと計画策定
・削減モニタリング・国際規準化

・横断的な計画策定の参画

実
行
力

識
（
自
治
体

ステージA；
計画のフレーム
・PDCAサイクル

ステージB
個別実行計画の実現

実効的な対策メ
体
・
市
民
・
行

ポテンシャルが小さく

・PDCAサイクル
・定性的な目標設計

・実効的な対策メニュー
・実行主体育成と展開

ポテンシャルが大きいが

低炭素ポテンシャル

行
政
）

ポテンシャルが小さく
市民の意識は低い

ポテンシャルが大きいが
市民の意識は低い
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低炭素ポテンシャル
地域の炭素の排出量・削減余地の賦存量

（都市交通・都市街区エネルギー・資源循環/産業・自然エネルギー）

都市環境都市環境

低炭素の合意形成支援の都市シミュレーション・システム

技術 制度の選定と技術 制度の選定と 都市政策都市政策
都市環境都市環境

データベースデータベース
・・公共/社会資本
・都市/経済資本 モ

環境技術環境技術

技術・制度の選定と技術・制度の選定と
シミュレーションシステムシミュレーションシステム

都市政策の都市政策の
オプションオプション
計画、評価計画、評価・都市/経済資本

・環境資本

農業

モ
デ
ル
に
よ

空
間

システムシステム
装置・技術

(ﾊｰﾄﾞｳｪｱ技術)
計画策定

活
動

支援システム支援システム

産業

農業
林業

よ
る
環
境

間
分
布
の

計画策定
有効な技術・
制度の組合せ

動
・
環 低炭素都市

環境技術

都市

産業 境
負
荷
移
動

の
解
析

境
負
荷

環境技術
シミュレーション
（地域条件を反映

する技術選択）

政策評価
地域に応じた

公共施
設

都市
動
のの

発
生

する技術選択）

分布推定法

地域に応じた
時空境界設計

設

森林・

社会技術社会技術
システムシステム
制度・仕組

生
分
布
推 国家ｲﾝﾍﾞﾝﾄﾘ

分布推定法
の検証

合意形成
支援
例：SAS

沿岸域
制度・仕組

ソフトウエア技術

推
定

国家ｲﾝﾍ ﾝﾄﾘ
との同期

例：SAS

tanaka
8



地域の環境資源を活用する低炭素化都市形成の技術政策メニュー

都市・街区スケールでの技術・政策の導入効果を算定できる3次元物理プロセス（NICE-
URBAN）モデルによる環境技術の適合性評価

都市・街区特性（容積率，建物高，建蔽率，植生分布等）と環境特性（風向風速，外気温，

屋上緑化

降水量，地下水資源腑存量等）を考慮した環境技術導入効果の算定

建資源循環技術・政策
大気の冷却効果

空調負荷

建
築
省
エ
ネ
・

•

高
断
熱
素

•

窓
日
射
遮

•

高
反
射
塗

•B
E

M
S

,e
t

資源循環技術 政策
技術
•廃プラ高炉還元技術，
•廃棄物セメント原燃料化技術，
•難再生古紙リサイクル
政策 吸気温度

伝熱量低減効果
大気の冷却効果

（3次元での効果伝達解析）

空調負荷
削減

・設
備
技
術

素
材

遮
蔽
フ
ィ
ル
ム

塗
布
剤

tc...

政策
•分別収集
etc...

公害対策技術・政策
下水 汚水処理

吸気温度
低減効果

土地被覆改善技術

人工排熱
削減

•下水・汚水処理，
•焼却技術，etc...

地表面の冷却効果

壌

緑地保水性舗装通常舗装

・保水性舗装，
・透水性舗装，etc...

土壌

地下水
地下蓄熱

総合的な低炭素都市の設計に向けて

地域の特性に応じた技術の組み合わせによる低炭素地区や街区設計地域の特性に応じた技術の組み合わせによる低炭素地区や街区設計地域の特性に応じた技術の組み合わせによる低炭素地区や街区設計地域の特性に応じた技術の組み合わせによる低炭素地区や街区設計

高効率の空調エネ

高効率な地域熱循環高効率な地域熱循環

都市域の環境舗装都市域の環境舗装
環
境

雨水の浸透貯留

ルギー システム
高効率の空調エネ
ルギー制御システム

改
善
技雨水の浸透貯留 技
術
・施
策水面と緑地ネットワーク 策
イ
ン
ベ

工場緑地の整備工場緑地の整備
ベ
ン
ト
リ

産業地域での資源循環産業地域での資源循環
リ
ー

tanaka
9

tanaka
10



高効率街区の形成、建築物への更新、建て替えの誘導
地域の環境資源を活用する低炭素化街区形成

○街区の都市特性（容積率，建物高さ，建蔽率，植生分布等）と環境特性（風向風
速，外気温や降水量，地下水資源等）の環境技術導入

○都市の街区スケールでの技術の効果を算定できる物理プロセスモデル）による

上緑地

○都市の街区スケ ルでの技術の効果を算定できる物理プロセスモデル）による
環境技術適合性評価

屋上緑地

伝熱量
低減効果

大気（接地層）冷却効果
（3次元の効果伝達解析）

省
低減効果

空調吸気
温度低減

空調エネ
ルギー

省
エ
ネ
・
建
築

地表面の冷却効果
人工排熱

温度低減
効果 消費削減 築

・
設
備
技

下水処理水利用
河川水利用
地下水涵養

保水性舗装通常舗装

人工排熱
削減

技
術

地下水涵養
地下水利用技術 緑地

土壌 地下水層 地下熱蓄積

街区モデルによる建築エネルギー制御のイメージ
○街区モデルでは現況街区の他に街区改変シナリオ下での街区気象情報の算定
⇒街区エネルギー消費の効果的な削減の諸元（土地被覆 建築仕様 各環境技術等）の同定

街区モデル側での街区気象情報の算定

街区モデルの構造（ 部）

建築エネルギー制御システム

⇒街区エネルギ 消費の効果的な削減の諸元（土地被覆，建築仕様，各環境技術等）の同定

○街区モデル情報（日射，気温，湿度等）を熱・エネルギー負荷算定に用いる高効率制御

外気温，湿度等の街区

90 

100 25m

街区モデルの構造（一部）気象の鉛直プロファイル

Controller

70 

80 20m

Controller

建築情報
•部屋面積
•窓面積
•窓材質
壁材質

シナリオ
•設定温度
•設定湿度
•換気設定
熱源設定

気象予報
・街区気温
・街区湿度
ｅｔｃ...

街区気象情報算定

50 

60 15m

QAS：anthropogenic sensible heat
Q th i l t t h t

•壁材質
etc...

•熱源設定
•運転時間
etc...

TRNSYS 多室熱負荷計算

30 

40 10m

QAL：anthropogenic latent heat
Fu、Fv：コリオリパラメータ項
c：抵抗係数

街区設計への反映

TRNSYS：多室熱負荷計算

GAMS：機器別最適制御策算定

各室における冷・温熱
需要の算定

10 

20 5m

環境技術・政策の導入効果算定
○保水性舗装
○緑化
etc...

GAMS：機器別最適制御策算定
個別熱源・空調機器の
制御指令

制御指令
制御指令

熱源設備

0 
40℃35℃

熱供給

制御指令
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